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Ⅴ 事業詳細 
 

 性別に起因する暴力防止のための講座① 

 

事 業 名 ＤＶ・虐待防止を考える講演会 

目  的 
近年増加している児童虐待及びＤＶ被害などの家庭内の問題について理解を

深め、安全、安心な生活を送るためにはどうすればよいかを学ぶ講演会 

共  催 こども支援課 

対  象 
市民一般、民生委員・児童委員、要保護児童対策地域協議会関係者、学校及び

保育関係者、市職員（男女共同参画庁内推進員の研修にも位置付けました） 

日  時 令和４年１月３１日（月）14：00～15：30 

会  場 鶴ヶ島市役所 

講  師 遠藤良子さん（特定非営利活動法人くにたち夢ファーム Jikka 代表） 

受講者数 ４８人（市民２４人、職員２４人） 

参加者の感想（抜粋） 

・ とてもわかりやすく、アッという間の９０分でした。講師の方の熱い思いが伝わりまし

た。毎年この研修を楽しみにしています。 

・ 黙って聴いて「話してくれてありがとう。」と終わる、本人の意思の尊重を最優先する、

他言しない、決断を迫ったりアドバイスをしないなど、「相談を聴く姿勢」が勉強になり

ました。自分も研修などを通して知識を高め、地域の見守りをしていきたいと思いまし

た。 

・ ＤＶや虐待を受けている人に対して地域でできることを、事例をふまえてわかりやすく

お話ししてくれたと思います。行動し、支援すること、関係性を作ることが大事だと思

いました。 
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 性別に起因する暴力防止のための講座② 

  
事 業 名 デートＤＶ予防講座 

目  的 若年層で増加しているデートＤＶの予防及び深刻化の防止を目的とする講座 

共  催 市内中学校全校 

対  象 中学３年生 

実施日時 

学  校 

生 徒 数 

第１回目：３月１日（火）10:55～12:25 富士見中学校   ７８人 

第２回目：３月３日（木） 8:50～10:20 南中学校     ６４人 

第３回目：３月８日（火） 8:50～10:20 鶴ヶ島中学校  １２３人 

第４回目：３月８日（火）10:55～12:25 西中学校     ９４人 

                          計３５９人 

 藤中学校は学年閉鎖のために中止となりました。 

会  場 各学校 

講  師 大内真沙美さん（深谷赤十字病院看護師） 

内  容 

「デートＤＶ～お互いを大切にする関係とは～」 

・ デートＤＶは身近な問題 

・ 暴力は間違った解決方法であること 

・ 暴力の種類と心の傷 

・ 性自認の多様性 

・ 性的自己決定権 

・ 性感染症のリスク 

・ 困ったときの相談先 など 

生徒の感想（抜粋） 

・ ３人中１人がＤＶを受けていると知ってビックリしました。また、周りの人などが大変

なことになってしまった時に、相談されるような人になりたいと思いました。 

・ 心を傷つけることもＤＶの１つだということが分かりました。嫉妬しているから束縛を

するというのは間違っていて、相手の気持ちを尊重することが大切だと分かりました。

もし困っている人がいたら、勇気を出して行動したいです。 

・ 束縛や暴力は、愛しているからやっていることだと思っていたが、愛とは無縁で自己満

足でやっていることだと思えるようになりました。 
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利用案内 

 

【開館時間】  ９時から２１時まで 

【受付時間】  火曜日から土曜日 ９時から１７時１５分まで 

            （祝日及び施設の休館日を除く） 

【休 館 日】  １２月２８日から１月４日まで 

その他管理上必要があるとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴ヶ島市女性センター「ハーモニー」 

〒350-2213 埼玉県鶴ヶ島市大字脚折 1922 番地 7 

TEL:049-287-475５ FAX:049-271-5297 

 

 

 


